
「
羅
針
盤
」
と
の
出
会
い
は
５
年
前
。
同
店
が
加
盟

し
て
い
る
滋
賀
県
電
器
商
業
組
合
で
行
わ
れ
た
「
羅

針
盤
」
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
説
明
会
に
出
席
し
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

「
羅
針
盤
ソ
フ
ト
の
説
明
を
聞
き
、
中
身
も
大
変
い

い
の
で
興
味
を
持

っ
た
」
と
開
口
一

番
、
そ
う
当
時
を

回
想
す
る
谷
田
代

表
。
こ
れ
ま
で
導

入
し
て
い
た
ソ
フ

ト
が
同
店
の
期
待

に
添
え
な
か
っ
た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
だ
け

に
「
羅
針
盤
」
と
は
、
ま
さ
に
衝
撃
的
な
出
会
い
だ

っ
た
様
子
。

電
器
店
が
短
期
間
で
売
上
げ
を
伸
ば
す
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
は
①
個
展
や

合
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
る
②
商
品
や
顧
客

を
絞
り
込
ん
だ
訪
問
活
動
を
重
点
展
開
す
る
、
な
ど

が
あ
る
。

し
か
し
、
正
し
い
顧
客
デ
ー
タ
が
な
く
、〝
ヘ
タ
な

鉄
砲
、
数
打
ち
ゃ
当
た
る
〞
式
の
や
り
方
で
は
効
率

が
悪
い
。
利
益
よ
り
コ
ス
ト
の
方
が
高
く
つ
い
て
し

ま
う
。
結
局
、
売
上
ア
ッ
プ
に
妙
手
な
し
。「
羅
針
盤
」

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

が
提
唱
し
て
い
る
「
顧
客
を
知
る
＝
顧
客
情
報
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
最
も
有
効
な
販
促
策

だ
と
、
谷
田
代
表
は
気
が
つ
い
た
。

谷
田
代
表
に
導
入
し
た
「
羅
針
盤
・
総
合
管
理
Ｐ

Ｒ
Ｏ
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
状
況
と
感
想
を
尋
ね
る
と
、

「
顧
客
の
ラ
ン
ク
別
管
理
や
見
積
り
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
機
能
に
満
足
し
て
い
る
」
と
い
う
。

「
攻
め
に
強
く
、
守
り
に
堅
い
経
営
」
が
求
め
ら
れ
る

年
。
全
国
の
電
器
店
で
愛
用
さ
れ
て
い
る
電
器
店
経
営
情
報
総

合
管
理
シ
ス
テ
ム
「
羅
針
盤
」
が
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。「
羅
針
盤
」
の
導
入
事
例
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。
今
月
は
、

「
ア
ト
ム
電
器
四
の
宮
店
」（
滋
賀
県
大
津
市
横
木
１
―
　
―
　
、
谷
田
章
三
代
表
）
を
訪
ね
た
。
同
店
は
家
電
製
品

を
メ
イ
ン
に
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
シ
ス
テ
ム
バ
ス
の
水
回
り
の
ほ
か
、
ガ
ス
給
湯
器
な
ど
住
設
機
器
の
販
売
、
施
工
を

得
意
と
す
る
。
創
業
は
昭
和
　
年
。
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
店
舗
運
営
も
、
管
理
ソ
フ
ト
が
戦
力
と
な
り
、
売
上
げ

が
ア
ッ
プ
し
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
。
２
０
０
５
年
７
月
に
導
入
し
た
「
羅
針
盤
・
総
合
管
理
Ｐ
Ｒ
Ｏ
シ
ス
テ
ム
」
だ
。
谷

田
代
表
は
「
羅
針
盤
は
、
当
店
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
鬼
に
金
棒
の
シ
ス
テ
ム
だ
」
と
語
る
。

電
器
店
経
営
情
報
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム

「
羅
針
盤
」の
魅
力
を
探
る

「
羅
針
盤
」
開
発
・
発
売
元
の
メ
デ
ィ
ア
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
＝
東
京
都
北
区

赤
羽
台
３
‐
１
‐
１
９
、
電
話
０
３
‐
３
９
０

６
‐
３
５
６
１
、
澤
田
国
治
社
長
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、「
羅
針
盤
」
の
操
作
イ
メ
ー
ジ
の

一
部
を
紹
介
す
る
充
実
し
た
サ
ン
プ
ル
画
像
を
掲

載
し
て
い
る
。
本
文
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い
。

http://www.mnj2000.net/

◆
顧
客
を
知
る
＝
顧
客
情
報
デ
ー
タ
の
活
用

谷田代表

ア
ト
ム
電
器
四
の
宮
店
（
滋
賀
県
大
津
市
）
に
見
る
導
入
事
例

「羅針盤」で経営力を高めるアトム電器四の宮店
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顧
客
ラ
ン
ク
を
分
析
す
る
「
羅
針
盤
」
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ

分
析
は
非
常
に
簡
単
だ
。
Ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
（
最
新

購
入
日
）、
Ｆ
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
（
購
買
頻
度
）、

Ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
ａ
ｒ
ｙ
（
購
買
金
額
）
と
い
う
３
つ
の

指
標
に
条
件
を
入
れ
る
だ
け
で
、
瞬
時
に
顧
客
全
体

の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
羅
針

盤
」
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
機
能
は
、
顧
客
マ
ス
タ
ー
や
顧
客
の

属
性
デ
ー
タ
な
ど
と
連
動
し
て
い
る
か
ら
で
、
他
の

ソ
フ
ト
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
だ
。

そ
の
顧
客
全
体
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
は
、
棒
グ
ラ
フ
や

円
グ
ラ
フ
な
ど
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
Ａ
ラ

ン
ク
客
や
Ｂ
ラ
ン
ク
客
の
占
め
る
割
合
が
ど
の
程
度

か
、
あ
る
い
は
Ｅ
ラ
ン
ク
客
や
Ｄ
ラ
ン
ク
客
の
構
成

比
を
視
覚
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
結
果
を
顧
客
マ
ス

タ
ー
へ
自
動
転
記
し
て
表
示
さ
せ
る
点
だ
。
取
引
状

態
を
見
て
人
が
顧
客
ラ
ン
ク
を
付
け
て
い
る
と
、
月

日
が
経
ち
、
取
引
状
態
の
ラ
ン
ク
に
変
動
が
生
じ
て

も
訂
正
が
追
い
つ
か
ず
、
取
引
状
態
が
不
正
確
な
顧

客
ラ
ン
ク
に
な
り
が
ち
だ
が
、
そ
れ
が
解
決
さ
れ
る
。

自
店
の
顧
客
の
分
布
が
す
ぐ
に
も
理
解
で
き
る
便
利

な
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
は
「
担
当
者
別
」「
地

区
別
」「
趣
味
別
」
な
ど
の
切
り
口
か
ら
顧
客
の
分
析

も
で
き
る
。
例
え
ば
、「
担
当
者
別
」
で
は
、
あ
る
担

当
者
の
ラ
ン
ク
別
客
層
（
Ａ
〜
Ｅ
ラ
ン
ク
）
の
人
数
、

割
合
、
合
計
購
買
金
額
、
平
均
購
買
金
額
な
ど
を
瞬

く
間
に
出
せ
る
。
画
面
に
は
担
当
者
別
の
顧
客
分
析

結
果
が
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
出
て
く
る
の
で
、
経
営
者

は
各
担
当
者
の
顧
客
レ
ベ
ル
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

次
に
、
担
当
者
別
の
顧
客
管
理
か
ら
、
よ
り
細
か

な
顧
客
分
布
を
い
ろ
い
ろ
な
項
目
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
担
当
者
別
に

抽
出
し
た
顧
客
を
「
地
区
別
」
で
も
出
せ
る
の
だ
。

例
え
ば
、
あ
る
特
定
し
た
エ
リ
ア
内
に
い
る
顧
客

の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
だ
。
顧
客
の
人
数
、
ラ
ン
ク
別
客
層

の
人
数
、
割
合
、
そ
の
合
計
購
買
金
額
、
平
均
購
買

金
額
な
ど
が
一
目
で
分
か
る
。
こ
れ
を
エ
リ
ア
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
で
き
る
。
担
当
者
別
、
エ
リ
ア

別
の
ラ
ン
ク
別
客
層
が
分
か
れ
ば
、
得
意
客
へ
の
重

点
訪
問
、
休
眠
客
や
ご
無
沙
汰
客
の
掘
り
起
こ
し
活

動
が
効
率
的
に
展
開
で
き
る
。

条
件
別
指
定
表
示
項
目
に
は
「
趣
味
別
」
と
い
う

の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
自
分
が
担
当
し
て
い
る
顧
客

の
中
で
、
趣
味
が
「
旅
行
」
と
い
う
顧
客
の
人
数
や

顧
客
ラ
ン
ク
を
出
せ
る
。
趣
味
が
「
旅
行
」
と
い
う

顧
客
が
、
エ
リ
ア
別
に
ど
う
分
布
し
、
そ
の
合
計
購

買
金
額
、
平
均
購
買
金
額
な
ど
も
分
か
る
。

メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
は
、「
重
要
な

の
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
で
分
析
し
た
数
値
を
ど
の
よ
う
に
経

営
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。
情
報
を
収
集
し
、
分
析

し
た
結
果
の
確
か
さ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
創
造
す

る
。
す
な
わ
ち
収
集
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
に
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
販
促
を
展

開
す
る
」
と
Ｒ
Ｆ
Ｍ
機
能
の
基
本
的
な
使
い
方
を
強

調
し
て
い
る
。

谷
田
代
表
が
「
羅
針
盤
の
最
大
の
特
長
で
あ
り
、

最
大
の
魅
力
」
と
す
る
の
は
、
ダ
ブ
ル
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
テ
レ
フ
ォ
ニ
ー
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ

ョ
ン
）
機
能
と
多
重
絞
り
込
み
「
条
件
検
索
」
機
能
。

Ｃ
Ｔ
Ｉ
機
能
は
電
話
が
あ
っ
た
相
手
の
情
報
が
画

面
に
表
示
さ
れ
る
の
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
顧
客
の

◆
増
え
た
登
録
顧
客
数
と
特
選
カ
タ
ロ
グ
配
布
数

◆
瞬
時
に
顧
客
全
体
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析

◆
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
条
件
検
索

クライアントは各人１台、合計３台

「羅針盤」の魅力を探る



対
応
が
で
き
る
。
多
重
絞
り
込
み
「
条
件
検
索
」
機

能
は
、
顧
客
と
の
取
引
状
況
の
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
値
」
を
基

に
、
顧
客
に
「
羅
針
盤
」
が
自
動
付
与
す
る
「
顧
客

ラ
ン
ク
」
で
あ
り
、
的
確
に
見
込
み
客
を
抽
出
す
る
。

四
の
宮
店
の
シ
ス
テ
ム
は
サ
ー
バ
ー
１
台
と
、
谷

田
代
表
を
含
む
男
性
ス
タ
ッ
フ
３
人
に
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
１
台
、
合
計
３
台
が
並
ぶ
。
ま
た
、

滋
賀
県
庁
内
に
あ
る
同
店
の
出
張
所
に
も
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
１
台
を
設
置
し
て
い
る
。

導
入
し
て
５
年
目
を
迎
え
た
が
、
こ
の
間
、
登
録

顧
客
数
が
増
え
、
顧
客
向
け
に
配
布
し
て
い
る
特
選

カ
タ
ロ
グ
の
数
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
現
在
、

パ
ソ
コ
ン
に
入
っ
て
い
る
顧
客
世
帯
数
は
２
０
０
０

世
帯
を
超
え
、
そ
の
う
ち
１
１
０
０
世
帯
に
特
選
カ

タ
ロ
グ
を
配
布
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
ラ
ン
ク
別
の
顧
客
管
理
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
羅
針
盤
を
導
入
し
た
お
か
げ

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
ラ
ン
ク
別

顧
客
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、
よ
り
的
確
な
営
業
活

動
が
で
き
る
の
で
早
く
そ
こ
に
到
達
し
た
い
」
と
い

う
谷
田
代
表
。

当
面
の
課
題
と
し
て
谷
田
代
表
が
挙
げ
る
の
は
、

「
ソ
フ
ト
を
ま
だ
十
分
活
用
で
き
て
い
な
い
」こ
と
だ
。

そ
の
た
め
、
羅
針
盤
ソ
フ
ト
を
駆
使
し
な
が
ら
の
万

全
な
体
制
づ
く
り
に
は
、「
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り

そ
う
な
の
で
、
し
ば
ら
く
は
試
行
錯
誤
が
続
く
」
と

判
断
し
て
い
る
。

「
羅
針
盤
」
の
導
入
は
、
経
営
全
体
に
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ラ
ス
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
「
羅
針
盤
」
を
駆
使
す
る
こ
と
で
顧
客
の
管
理
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
も
飛
躍
的
に

上
が
っ
た
。「
売
上
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社

員
の
意
識
が
変
わ
っ
た
。
社
員
の
意
識
改
革
が
進
ん

だ
こ
と
が
大
き
い
」
と
谷
田
代
表
は
強
調
す
る
。

ま
た
、「
顧
客
の
１
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
徹
底
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
が
羅
針
盤
ソ
フ
ト
。
ま
さ

に
地
域
店
の
味
方
だ
」（
同
代
表
）
と
語
る
。

ま
た
、
毎
月
の
量
販
店
の
価
格
調
査
結
果
が
ソ
フ

ト
に
反
映
さ
れ
る
の
も
大
き
な
情
報
源
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
元
に
、
粗
利
や
仕
入
価
格
を
決

め
る
の
で
商
品
が
売
り
や
す
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。

ア
ト
ム
グ
ル
ー
プ
に
加
入
し
た
の
は
２
０
０
１
年
。

か
つ
て
は
業
績
も
順
調
だ
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

で
売
上
げ
が
急
速
に
下
が
り
、「
い
い
お
客
さ
ん
が
ど

ん
ど
ん
離
れ
て
い
っ
た
」（
同
代
表
）。

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
へ
の
手
抜
き
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
は
価
格
差

だ
っ
た
。
そ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
の
手
段
が
ア
ト
ム

グ
ル
ー
プ
へ
の
加
盟
だ
っ
た
。

加
入
し
た
年
の
実
績
は
横
バ
イ
だ
っ
た
が
、
粗
利

は
改
善
の
方
向
に
向
っ
た
。
そ
し
て
「
羅
針
盤
」
を

導
入
し
て
か
ら
は
見
積
り
の
発
行
数
が
急
増
し
、
商

談
、
見
積
り
、
納
品
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ソ
フ
ト
と
は

そ
の
効
果
が
大
き
く
違
っ
た
と
い
う
。

売
上
げ
は
、
導
入
前
は
月
商
７
０
０
万
円
だ
っ
た

が
、
現
在
の
売
上
げ
ベ
ー
ス
は
月
商
１
０
０
０
万
円

強
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
で
推
移
す
れ
ば
「
今

年
は
年
商
１
億
２
０
０
０
万
円
は
い
け
る
」（
同
代
表
）

と
見
込
ん
で
い
る
。

住
設
機
器
の
販
売
、
施
工
が
得
意
だ
が
、「
オ
ー
ル

電
化
に
は
乗
り
遅
れ
た
」
と
、
反
省
す
る
谷
田
代
表
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
太
陽
光
発
電
も
加
え
、
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
強
化
を
視
野
に
入
れ
た
展
開
に
取

り
組
む
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
関
連
事
業
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
を
ど
う
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
が
、
２
０
１
１
年

以
降
の
必
須
課
題
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

谷
田
代
表
は
、「
こ
の
厳
し
い
環
境
下
に
あ
っ
て
業

績
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
だ
十
分
と
は
い
え

な
い
が
、
羅
針
盤
ソ
フ
ト
の
お
陰
で
あ
る
。
導
入
で

そ
れ
な
り
の
費
用
も
か
か
っ
た
が
、
導
入
費
用
は
、

経
営
的
に
見
た
場
合
、
将
来
に
利
益
を
生
む
可
能
性

を
含
む
資
本
的
支
出
で
あ
り
、
経
費
以
上
の
効
果
は

十
分
あ
る
。
羅
針
盤
を
活
用
し
て
、
商
売
の
幅
を
広

げ
る
上
で
こ
こ
１
〜
２
年
は
大
事
な
時
期
」
と
結
ん

だ
。

◆
「
羅
針
盤
」
で
変
わ
っ
た
社
員
の
意
識

◆
ア
ト
ム
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
が
転
機
に

◆
オ
ー
ル
電
化
へ
展
開

「羅針盤」の魅力を探る


